
　
　
　

は
じ
め
に

　

神
戸
に
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
に
も
、
見
所
（
＝
観
客
席
）
を
備
え
て

い
て
定
期
的
な
演
能
会
や
流
派
を
越
え
た
各
種
の
催
し
に
利
用
さ
れ
る
本
格

的
な
能
舞
台
が
存
在
し
て
い
た
。
一
つ
は
、
大
正
元
年
設
立
で
昭
和
八
年
に

閉
鎖
さ
れ
た
湊
川
（
大
西
）
能
楽
堂
、
も
う
一
つ
は
昭
和
十
三
年
に
設
立
さ

れ
昭
和
二
十
年
の
空
襲
で
焼
失
し
た
神
戸
能
楽
会
館
で
あ
る
。　
　

　

後
者
は
短
命
だ
っ
た
が
、
株
式
会
社
組
織
で
の
経
営
や
汎
用
性
の
あ
る
舞

台
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
点
で
話
題
を
呼
ん
で
能
楽
雑
誌
類
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
た
た
め
、
一
地
方
の
能
舞
台
と
し
て
は
知
名
度
が
高
か
っ
た
。
ま
た
、
設

立
の
主
導
者
で
あ
っ
た
能
楽
師
（
観
世
流
シ
テ
方
）
の
上
田
隆
一
の
幅
広
い

活
動
を
め
ぐ
る
逸
話
の
中
で
語
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
（
１
）。

　

と
こ
ろ
が
、
湊
川
能
楽
堂
に
つ
い
て
は
、
当
地
で
初
め
て
の
本
格
的
な
能

舞
台
で
あ
っ
た
に
も
係
わ
ら
ず
（
そ
の
閉
鎖
は
神
戸
能
楽
会
館
の
設
立
の
き

っ
か
け
と
も
な
っ
た
）、
設
立
時
期
が
早
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
詳
し
い

こ
と
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
の
能
楽
堂
は
、
大
阪

在
住
の
能
楽
師
（
観
世
流
シ
テ
方
）
大
西
亮
太
郎
（
後
に
改
姓
し
て
手
塚
、

本
稿
で
は
以
下
亮
太
郎
）
が
、
門
下
の
神
田
兵
右
衛
門
を
は
じ
め
と
す
る
、

社
中
の
地
元
の
有
力
者
た
ち
の
援
助
を
得
て
建
設
し
た
も
の
で
あ
る
。
亮
太

郎
は
後
に
、
個
人
所
有
の
舞
台
で
は
日
本
一
と
云
わ
れ
た
大
阪
能
楽
殿
を
建

て
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
時
期
す
で
に
彼
は
、
そ
の
志
に
向
け
て
動
き
始

め
て
い
た
（
後
述
）。
本
格
的
な
舞
台
設
立
と
い
う
夢
が
叶
え
ら
れ
た
の
は
、

神
戸
の
地
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

　

過
年
、
大
阪
歴
史
博
物
館
に
、
亮
太
郎
の
孫
で
あ
る
手
塚
稔
子
氏
か
ら
大

阪
能
楽
殿
関
係
資
料
が
寄
贈
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
、
湊
川
能
楽
堂
の
内
部
全

景
写
真
三
枚
と
平
面
図
が
含
ま
れ
て
お
り
、
未
詳
だ
っ
た
見
所
の
様
子
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
（
大
阪
で
刊
行
さ

れ
て
い
た
写
真
誌
『
能
楽
写
真
界
』
や
神
戸
の
雑
誌
『
神
戸
謡
曲
界
』
に
は

複
数
掲
載
あ
り
）
で
は
舞
台
側
周
辺
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、

貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
そ
の
他
に
も
、
湊
川
能
楽
堂
関
係
の
書
類
や
亮
太
郎

の
手
記
類
な
ど
い
く
つ
か
関
連
す
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
併
せ

て
手
塚
稔
子
氏
所
蔵
の
資
料
も
拝
見
す
る
機
会
を
得
た
（
２
）。
そ
こ
で
、
こ

れ
ら
の
関
連
部
分
と
当
時
の
雑
誌
記
事
な
ど
も
併
せ
て
紹
介
・
参
照
し
つ
つ
、

湊
川
能
楽
堂
の
設
立
か
ら
閉
鎖
ま
で
の
概
要
を
記
し
て
お
き
た
い
。
本
稿
で

は
、
ま
ず
、
能
楽
堂
設
立
ま
で
と
設
立
当
時
の
亮
太
郎
と
神
戸
の
様
相
に
つ

い
て
述
べ
る
。

　
　
　

湊
川
能
楽
堂
略
史
（
一
）　
―
設
立
期
前
後
の
神
戸
―

　
　
　

大　

山　

範　

子
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な
お
、
湊
川
能
楽
堂
は
、
設
立
当
初
は
「
大
西
能
楽
堂
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
が
、
亮
太
郎
の
改
姓
後
（「
手
塚
家
改
姓
披
露
能
」
開
催
は
大
正
十
三
年

九
月
）
は
「
湊
川
能
楽
堂
」
と
改
称
さ
れ
て
い
る
。
当
地
以
外
で
は
い
ず
れ

も
「
神
戸
～
」
を
付
し
た
呼
称
が
多
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
煩
雑
を
避
け
る

た
め
、
以
下
基
本
的
に
は
「
湊
川
能
楽
堂
」
と
「
手
塚
亮
太
郎
」
の
表
記
で

統
一
す
る
。

　
　
　
　

一　

　

は
じ
め
に
、
創
立
者
の
手
塚
亮
太
郎
に
つ
い
て
。
亮
太
郎
は
、
慶
応
二
年

（1866

）
十
二
月
十
六
日
、
大
西
家
四
代
の
虚
雪
（
寸
松
）
の
娘
し
づ
子
と

手
塚
善
蔵
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
大
西
家
は
、
京
観
世
岩
井
家
の
門
人

で
謡
指
南
を
し
て
お
り
、
五
代
の
閑
雪
（
鑑
一
郎
）
か
ら
シ
テ
方
に
転
じ
た

家
柄
で
あ
る
。
手
塚
家
へ
嫁
し
た
母
が
大
西
家
へ
戻
っ
た
た
め
、
亮
太
郎
は

長
く
大
西
姓
を
名
乗
り
、
幼
少
か
ら
祖
父
寸
松
や
伯
父
閑
雪
か
ら
芸
の
手
ほ

ど
き
を
受
け
て
育
っ
た
。

　

幼
少
時
の
演
能
歴
に
つ
い
て
は
、
諸
書
で
微
妙
に
違
い
が
あ
る
が
（
３
）、

こ
こ
で
は
亮
太
郎
の
手
記
（
大
阪
歴
史
博
物
館
蔵
『
大
正
八
年
記
事
』（
４
）・

手
塚
稔
子
氏
蔵
『
習
事
勤
メ
扣
』（
５
））
の
年
記
に
従
っ
て
記
す
。
四
歳
の
時

に
、
二
十
二
世
宗
家
の
観
世
清
孝
の
前
で
「
難
波
」
の
小
謡
と
「
猩
々
」
の

仕
舞
を
勤
め
て
激
賞
さ
れ
、
直
弟
を
許
さ
れ
た
と
い
う
。
初
舞
台
は
明
治
三

年
三
月
十
五
日
に
「
大
仏
供
養
」
の
頼
朝
（
於 

小
松
原
源
二
郎
舞
台
）。
明

治
十
三
年
十
月
に
は
「
翁
」
を
披
き
（
於 

橋
岡
舞
台
）、
明
治
十
七
年
に
は

免
状
を
許
さ
れ
、
大
西
分
家
と
し
て
譜
代
職
分
家
と
同
列
の
扱
い
を
受
け
る

よ
う
に
な
っ
た
。
明
治
十
八
年
に
上
京
し
て
（
６
）、
十
三
世
観
世
清
廉
・
初

世
梅
若
実
・
梅
若
六
郎
（
後
の
観
世
清
之
）
に
師
事
。
明
治
二
十
三
年
に
帰

阪
後
は
、
曽
根
崎
に
稽
古
舞
台
を
作
っ
て
定
期
能
を
始
め
、
明
治
三
十
一
年

に
は
神
戸
観
世
会
、
翌
年
に
は
大
阪
観
世
会
を
組
織
す
る
な
ど
、
関
西
地
区

に
お
け
る
能
楽
の
発
展
に
も
尽
力
し
た
。
亮
太
郎
は
多
数
の
門
弟
を
育
て
た

が
、
門
下
に
有
力
財
界
人
も
多
い
こ
と
で
知
ら
れ
て
お
り
（
７
）、
彼
ら
の
後

援
を
得
て
大
正
元
年
に
神
戸
湊
川
能
楽
堂
を
、
続
い
て
大
阪
能
楽
殿
を
建
て

た
。

　

亮
太
郎
の
そ
の
後
に
つ
い
て
は
概
略
の
み
記
し
て
お
く
。

大
正
十
三
年
、
門
下
の
加
藤
貞
三
を
養
子
に
迎
え
る
際
に
、
亮
太
郎
は
本
姓

の
手
塚
（
８
）
に
改
姓
す
る
。
家
元
か
ら
は
こ
れ
ま
で
通
り
職
分
家
と
し
て
認

め
ら
れ
て
お
り
、
活
動
は
従
来
通
り
続
け
て
い
た
（
９
）。
同
年
始
め
に
妻
を

失
っ
た
亮
太
郎
は
、
体
力
的
に
衰
え
を
感
じ
て
い
た
よ
う
で
、
翌
年
、
大
正

十
二
年
十
月
に
設
立
さ
れ
た
ば
か
り
の
阪
神
能
楽
組
合
長
の
職
も
健
康
上
の

理
由
で
辞
そ
う
と
し
て
い
る
。
体
調
が
芳
し
く
な
い
旨
の
報
道
も
さ
れ
て
い

た
が
、
昭
和
三
年
に
は
、
宗
家
の
観
世
元
滋
か
ら
大
正
十
五
年
十
一
月
に
特

別
に
許
さ
れ
た
「
関
寺
小
町
」
の
上
演
を
実
現
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
持
病
の

悪
化
に
よ
り
昭
和
六
年
十
一
月
十
三
日
逝
去
、
享
年
六
十
六
歳
、
法
名
「
観

寿
院
音
誉
公
雪
居
士
」。
こ
の
後
、手
塚
門
は
大
き
く
変
動
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

亮
太
郎
は
、
神
戸
に
は
早
く
か
ら
稽
古
場
を
持
ち
、
後
年
「
元
町
老
」
と

呼
ば
れ
た
福
崎
仁
を
筆
頭
と
し
て
、
職
分
・
素
人
と
も
に
多
く
の
門
下
を
育

成
し
て
き
た
。
当
時
の
神
戸
の
能
界
の
様
子
を
み
よ
う
。
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明
治
二
十
九
年
頃
日
清
戦
役
の
影
響
を
受
け
て
謡
曲
趣
味
を
研
究
す
る

者
が
多
く
成
つ
た
時
に
大
阪
か
ら
故
大
西
閑
雪
同
亮
太
郎
の
父
子
が
轡

を
列
べ
て
来
神
し
神
田
派
（
＊
引
用
者
注
、
前
の
部
分
に
「
神
田
兵
右

衛
門
と
云
ふ
斯
界
の
古
老
」
が
当
時
既
に
一
家
を
成
し
て
い
た
と
記
す
）

に
身
を
寄
せ
た
。
そ
も
こ
れ
が
大
西
亮
太
郎
の
扇
港
に
名
を
現
す
最
初

な
の
で
あ
る
、
亮
太
郎
は
一
剣
北
斗
を
揺
が
す
の
気
概
を
以
て
当
時
観

世
の
大
集
団
玉
永
会
を
亡
ぼ
し
昇
天
旭
日
の
勢
を
見
せ
て
遂
に
天
下
を

掌
握
し
た
、
郡
保
太
郎
、
上
田
周
太
郎
、
福
崎
仁
、
神
田
慶
太
郎
等
は

能
く
大
西
派
を
助
け
て
そ
の
帷
幕
に
参
興
し
た
英
傑
で
あ
る
俗
に
大
西

派
四
天
王
と
云
ふ
は
此
の
四
名
で
あ
る
、
郡
は
不
幸
に
し
て
大
正
五
年

の
秋
冥
府
の
人
と
な
つ
た
行
年
四
十
七
、
大
正
二
年
（
＊
マ
マ
）
二
月

大
西
派
は
湊
川
遊
園
地
に
能
舞
台
の
建
設
を
企
て
工
事
一
万
四
百
六
十

円
八
十
二
銭
を
投
じ
て
総
坪
数
百
九
十
七
坪
八
合
五
勺
の
能
楽
堂
を
建

て
ゝ
同
派
は
こ
れ
を
金
城
蕩
地
と
し
て
斯
界
を
風
靡
し
湊
川
の
老
松
が

颯
々
と
音
立
つ
る
目
出
度
い
時
代
を
迎
へ
た
の
で
あ
つ
た
、」（
＊
傍
線

は
引
用
者
） （

　10
）

　

本
書
は
、「
趣
味
と
名
士
編
輯
部
編
纂
」
と
い
う
よ
う
に
、
紳
士
録
の
趣

を
呈
し
た
書
物
で
、
玄
人
・
素
人
を
問
わ
ず
「
謡
曲
家
」
を
あ
げ
て
紹
介
を

し
て
い
る
。「
神
田
派
」
た
る
兵
庫
津
の
名
主
家
「
神
田
兵
右
衛
門
」
が
、

神
戸
に
お
け
る
大
西
亮
太
郎
の
有
力
な
後
援
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
こ
に

大
西
派
四
天
王
と
し
て
名
を
あ
げ
ら
れ
た
人
物
は
、
い
ず
れ
も
亮
太
郎
門
下

の
職
分
で
（
神
田
慶
太
郎
は
、
兵
右
衛
門
の
嫡
男
だ
が
、
能
楽
師
の
道
を
選

ん
だ
）、
後
掲
の
能
楽
堂
披
露
能
に
も
出
演
し
て
い
る
。

　

湊
川
能
楽
堂
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
「
建
設
を
企
て
」
着
手
し
た
の
は
、

実
際
に
は
明
治
四
十
五
年
二
月
で
あ
っ
た
。
能
楽
堂
設
立
に
先
立
つ
明
治
期

の
状
況
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
　

二　

　

先
述
の
ご
と
く
、
大
正
期
以
前
、
神
戸
に
は
本
格
的
な
能
楽
堂
は
存
在
し

な
か
っ
た
。
比
較
的
大
き
い
も
の
と
し
て
ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
の
は
和
田
宮
神

社
の
能
舞
台
で
、
こ
れ
は
明
治
三
十
四
～
五
年
の
神
社
移
築
の
際
に
新
築
さ

れ
て
い
る
（

　11
）。
神
社
の
新
築
に
あ
た
っ
て
は
、
和
田
岬
砲
台
竣
工
に
尽
力

し
た
、
先
述
の
神
田
兵
右
衛
門
が
関
わ
っ
た
。
こ
の
舞
台
は
見
所
は
な
い
も

の
の
、明
治
三
十
四
年
五
月
二
十
四
日「
舞
台
披
奉
納
能
」を
は
じ
め
と
し
て
、

明
治
三
十
八
年
四
月
十
六
日
「
観
阿
弥
五
百
年
祭
追
善
能
」、
明
治
四
十
年

七
月
十
四
日
「
神
戸
観
世
会
別
会
」
と
大
規
模
な
能
会
が
三
回
開
催
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
云
う
ま
で
も
な
く
神
田
の
謡
の
師
で
あ
る
亮
太
郎
が
関
与

し
て
の
催
し
で
、
舞
台
披
奉
納
能
で
は
、
亮
太
郎
自
ら
が
「
道
成
寺
」
を
舞

っ
て
い
る
（

　12
）。

　

ま
た
、
神
田
兵
右
衛
門
は
、
能
の
「
神
戸
に
於
け
る
復
興
宣
伝
の
為
」
毎

年
正
月
四
日
「
御
面
掛
」
の
古
式
を
主
要
な
神
社
に
奉
納
し
て
い
た
人
物
と

し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
四
日
、
早
朝
か
ら
大
西
閑
雪
、
大
西

亮
太
郎
、
改
正
龍
造
等
の
弟
子
達
も
兵
庫
出
在
家
町
の
神
田
邸
に
集
ま
り
、

粥
の
よ
う
な
軽
い
朝
食
の
後
、
和
田
神
社
を
振
出
し
に
七
宮
神
社
、
長
田
神

社
、
湊
川
神
社
、
生
田
神
社
の
五
社
を
廻
っ
て
奉
納
。」
と
い
っ
た
も
の
で
、

和
田
神
社
移
築
の
翌
年
明
治
三
十
四
年
正
月
か
ら
始
ま
り
、
神
田
慶
太
郎
の

没
す
る
昭
和
十
年
ま
で
続
い
た
と
い
う
（

　13
）。
亮
太
郎
は
、
叔
父
の
大
西
閑
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雪
と
と
も
に
こ
の
行
事
に
当
初
か
ら
参
加
し
て
長
き
に
わ
た
っ
て
勤
め
て
お

り
、
そ
れ
が
亮
太
郎
の
神
戸
に
お
け
る
活
躍
を
広
げ
る
き
っ
か
け
と
も
な
っ

た
（

　14
）。

　

明
治
三
十
八
年
四
月
十
六
日
に
は
、「
観
阿
弥
五
百
年
祭
記
念
式
能
」
が

盛
大
に
行
わ
れ
た
。
全
国
で
は
大
阪
（
博
物
場
能
舞
台
）
で
一
日
、東
京
（
観

世
舞
台
）
で
二
日
と
、
三
ヶ
所
だ
け
で
催
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
関
西
で
そ
の

主
導
者
と
な
っ
た
の
は
、
家
元
や
東
京
の
能
楽
師
た
ち
と
も
親
密
な
関
係
に

あ
る
亮
太
郎
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
し
た
大
き
な
催
し
を
受
け
容
れ
る

だ
け
の
経
済
的
余
裕
と
素
地
が
神
戸
に
は
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

明
治
の
終
り
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
は
、
亮
太
郎
の
ほ
か
、
岡
崎
益
太
良
や

伊
東
隆
三
郎
、
藤
井
美
蔭
と
い
っ
た
、
後
に
神
戸
の
能
楽
界
の
担
い
手
と
な

っ
た
能
楽
師
た
ち
が
東
京
や
京
都
か
ら
次
々
と
来
神
し
た
。
こ
の
時
期
の
神

戸
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
好
況
を
背
景
と
し
た
、
能
楽
興
隆
期
と
も
い
う

べ
き
時
代
で
あ
り
、
こ
う
し
た
中
で
湊
川
能
楽
堂
は
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

三　

　

湊
川
能
楽
堂
に
つ
い
て
、
亮
太
郎
は
前
掲
の
『
大
正
八
年
記
事
』
に
次
の

よ
う
に
記
し
て
い
る
。

一　

神
戸
湊
川
の
舞
台
ハ
神
戸
稽
古
場
ハ
宿
屋
に
寺
に
貸
家
に

い
ろ
〳
〵
の
辛
抱
を
な
し
て
後
、
武
岡
豊
太
殿
の
骨
折
に
て
湊
川
の
上

に
明
治
四
拾
五
年
二
月
ヨ
リ
か
ゝ
り
て
大
正
元
年
十
一
月
に
舞
台
披
せ

る
も
の
也
。
当
地
有
志
い
ろ
〳
〵
あ
れ
共
、
く
わ
し
く
ハ
其
時
の
記
録

の
帳
に
し
る
す
。
神
田
兵
右
衛
門
、
村
野
山
人
殿
等
発
起
人
也
。

　
「
記
録
の
帳
」
は
現
存
し
な
い
が
、
神
田
兵
右
衛
門
・
武
岡
豊
太
・
村
野

山
人
と
い
う
有
力
者
た
ち
が
後
援
を
し
た
点
は
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
恒
例

の
行
事
を
記
し
た
条
に
は
「
神
戸
舞
台
」
に
つ
い
て
「
一　

大
正
元
年
十
一

月
十
八
日
ハ
神
戸
舞
台
披
ノ
日　

記
念
日
」
と
記
し
、
ま
た
年
末
年
始
の
行

事
の
条
に
は
「
一　

十
二
月
三
十
日　
　

大
阪
へ
弟
子
集
ル
事
／
一　

同　

　

三
十
一
日　

神
戸
舞
台
へ
集
ル
事
」
と
も
記
す
。
大
阪
能
楽
殿
の
よ
う
に

複
数
の
「
記
念
日
」
は
な
い
も
の
の
、
亮
太
郎
の
幅
広
い
能
楽
活
動
に
お
い

て
神
戸
の
舞
台
も
ま
た
そ
れ
な
り
に
機
能
し
て
い
た
。

　

ち
な
み
に
、『
大
正
八
年
記
事
』
に
は
「
能
楽
殿
設
立
発
起
回
章
」
と
題

す
る
草
稿
の
写
し
も
記
さ
れ
て
お
り
、
大
阪
能
楽
殿
建
設
の
構
想
が
早
く
か

ら
計
画
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
草
稿
は
、
明
治
四
十
四
年
九
月

二
十
日
付
け
で
、
住
友
関
係
者
（
註
８
参
照
）
を
含
め
た
後
援
者
十
五
名
に

宛
て
ら
れ
た
も
の
で
、
住
友
か
ら
堂
ヶ
島
の
土
地
の
提
供
を
受
け
た
こ
と
を

述
べ
、
念
願
の
能
舞
台
設
立
に
向
け
て
相
談
の
集
ま
り
を
持
ち
た
い
旨
が
記

さ
れ
て
い
る
。
神
戸
の
舞
台
建
設
の
事
情
は
未
詳
な
が
ら
、
大
阪
の
場
合
と

さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

明
治
四
十
五
年
二
月
に
建
築
に
着
手
し
た
能
楽
堂
は
、
神
戸
市
湊
川
上
ル

荒
田
町
四
丁
目
に
同
年
（
大
正
元
年
）
十
月
に
落
成
、
翌
月
十
六
日
か
ら
六

日
間
に
わ
た
っ
て
落
成
披
露
能
を
開
催
し
た
。
こ
の
時
の
様
子
は
、
大
正
元

年
十
一
月
十
六
日
付
「
大
阪
毎
日
新
聞
」
に
以
下
の
よ
う
に
み
え
る
。

大
西
新
舞
台
の
「
翁
十
二
月
往
来
」　

　

神
戸
市
湊
川
に
建
築
中
な
り
し
観
世
流
能
楽
家
大
西
亮
太
郎
氏
の
能
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舞
台
は
漸
く
工
を
竣
へ
、
十
六
日
よ
り
引
続
き
六
日
間
、
そ
の
披
露
能

楽
を
催
ほ
す
こ
と
と
な
れ
り
。
場
所
は
湊
川
遊
園
地
の
北
端
、
松
籟
笛

鼓
和
す
る
所
。
舞
台
、
橋
掛
り
、
鏡
の
間
、
楽
屋
等
す
べ
て
古
式
に
則

り
て
建
築
し
、
見
所
は
約
七
百
人
を
容
る
ゝ
広
さ
あ
り
、
特
に
採
光
の

設
備
行
届
き
て
、
内
舞
台
の
短
所
た
る
薄
暗
く
陰
気
な
点
更
に
な
く
、

頗
る
晴
れ
や
か
な
る
舞
台
な
り
。

　

内
部
の
様
子
は
、
前
述
の
見
所
も
写
っ
た
内
部
全
景
写
真
（
後
掲
）
と
平

面
図
か
ら
、
あ
る
程
度
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
平
面
図
に
よ
る
と
正
面

奥
に
「
上
席
」
が
設
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
残
念
な
が
ら
そ
れ
は
写
っ

て
い
な
い
。
前
掲
記
事
に
は
「
見
所
は
約
七
百
人
を
容
る
ゝ
広
さ
あ
り
」
と

あ
る
が
、
そ
こ
ま
で
広
か
っ
た
か
は
存
疑
で
あ
る
。
こ
の
平
面
図
は
間
取
り

や
設
え
を
指
示
す
る
た
め
の
も
の
ら
し
く
、
計
測
上
は
不
明
確
だ
が
、
た
だ
、

十
八
間
（
約
三
二
・
七
二
四
メ
ー
ト
ル
）
×
二
十
五
間
（
約
四
五
・
四
五
メ
ー

ト
ル
）
と
い
う
寸
法
に
従
う
な
ら
ば
、
総
坪
数
約
四
四
九
坪
と
い
う
結
構
な

広
さ
に
な
る
。（
ち
な
み
に
、
大
阪
能
楽
殿
は
、
総
坪
数
七
三
七
坪
五
合
、

一
階
の
建
坪
総
計
三
四
五
坪
。）
二
階
が
あ
る
こ
と
は
わ
か
る
が
そ
の
様
子

は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
舞
台
周
り
や
住
居
部
分
な
ど
、
規
模
は
違
え
ど
そ
の

様
子
は
大
阪
能
楽
殿
を
彷
彿
さ
せ
る
。

　

亮
太
郎
は
、
神
戸
の
稽
古
時
な
ど
は
こ
こ
に
居
住
し
て
い
た
ら
し
い
。
大

阪
能
楽
殿
が
で
き
る
ま
で
は
、
神
戸
の
住
所
入
り
の
氏
名
印
（
神
戸
市
湊
川

上
ル
荒
田
町
四
丁
目
／
大
西
亮
太
郎
／
電
話
本
局
四
二
二
六
番
）（
　15
）、
大

阪
の
住
居
の
所
番
地
（
大
阪
市
南
区
塩
町
三
丁
目
／
電
話
南
一
六
一
九
番
）

と
神
戸
の
舞
台
住
所
（
神
戸
市
湊
川
遊
園
地
上
ル
／
電
話
四
二
二
六
番
）
を

並
べ

神戸湊川能楽堂写真02（大阪歴史博物館蔵）

神戸湊川能楽堂写真01（大阪歴史博物館蔵）

神戸湊川能楽堂図面（大阪歴史博物館蔵）

神戸湊川能楽堂写真03（大阪歴史博物館蔵）
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狂
言
…
「
三
本
柱
」
茂
山
久
治　
「
釣
狐
」
茂
山
千
五
郎　
「
川
上
座
頭
」

野
村
又
三
郎　
「
鎌
腹
」
茂
山
千
五
郎

　

二
日
目

「
翁　

十
二
月
往
来
」
大
西
閑
雪
、大
西
亮
太
郎
、千
歳
・
福
崎
仁
、面
箱
・

中
垣
利
幸
、三
番
叟
・
茂
山
千
五
郎　
「
加
茂
」
伊
東
種
三
郎
、江
崎
菊
治
、

間
・
御
田
林
甲
子
郎　
「
八
島　

弓
流
・
素
働
」
観
世
清
久
、
栄
保
助
、

間
（
那
須
）・
茂
山
久
治　
「
大
原
御
幸
」
大
西
亮
太
郎
、
法
王
・
大
西

閑
雪
、
中
村
信
一　

囃
子
「
百
万
」
上
田
周
太
郎　

一
調
「
鳥
追
舟
」

笠
井
観
水
、
青
柳
茂　

一
調
「
杜
若
」
井
上
勝
太
郎
、
前
川
光
隆　
「
三

輪
」
生
一
庸
、
田
村
弥
三　
「
安
宅　

勧
進
帳
・
瀧
流
」
片
山
九
郎
三

郎
、
中
村
弥
三
郎　

間
・
野
村
又
三
郎　
「
乱　

双
之
舞
」
大
西
新
三
郎
、

神
田
慶
太
郎
、
江
崎
菊
治

狂
言
…
「
松
楪
」
茂
山
良
一　
「
花
子
」
茂
山
忠
三
郎　
「
居
杭
」
茂
山

忠
三
郎　
「
大
般
若
」
河
村
健
三
郎
、
河
村
保
之
助

　

三
日
目
（
素
人
能
）

番
囃
子
「
神
歌
」
萬
俵
兵
太
郎　

番
囃
子
「
蟻
通
」
武
岡
豊
太
、
生
島

四
郎
八　
「
芦
刈
」
石
川
英
一　
「
羽
衣
」
梶
原
右
一
郎　

囃
子
「
忠
度
」

川
越
英
一　

囃
子「
松
虫
」吉
岡
如
水　

素
謡「
千
手
」大
谷
伊
織　
「
鉢

木
」
荒
田
角
蔵　
「
舟
弁
慶
」
小
島
甚
三
郎

狂
言
…
「
煎
物
」
粟
荷
政
一　
「
蝸
牛
」
松
尾
塵
外　
「
武
悪
」
鈴
木
猿

男　
「
柑
子
」
佐
久
間
可
笑　
「
千
切
木
」
隅
城
左
門

並
べ
て
印
刷
し
た
封
筒
な
ど
も
使
用
し
て
お
り
、
一
種
の
私
宅
扱
い
で
あ
っ

た
。
た
だ
、
実
際
に
は
そ
こ
に
住
ん
で
留
守
番
を
し
て
い
た
の
は
、
神
戸
の

門
人
木
下
一
三
（「
高
諷
会
」
主
宰
）
で
あ
っ
た
（

　16
）。

　

さ
て
、
十
一
月
の
竣
工
後
、
同
月
十
六
日
か
ら
六
日
間
に
わ
た
っ
て
披
露

能
が
催
さ
れ
た
。
初
日
は
観
世
家
元
の
「
翁
」、
二
日
目
は
大
西
閑
雪
・
亮

太
郎
が
左
右
尉
を
つ
と
め
る
「
翁
」
十
二
月
往
来
ほ
か
、
関
西
の
主
だ
っ
た

演
者
た
ち
が
集
っ
て
大
曲
が
次
々
に
演
じ
ら
れ
、
三
日
目
か
ら
は
社
中
の
有

力
者
た
ち
の
演
じ
る
素
人
能
、
六
日
目
は
素
謡
会
と
い
う
構
成
で
、「
兵
神

間
の
実
業
家
連
を
中
心
に
大
阪
よ
り
も
素
人
の
天
狗
家
数
氏
加
勢
し
て
」
行

わ
れ
、「
其
中
に
は
神
田
松
雲
翁
、
武
岡
豊
太
氏
等
の
剛
の
者
あ
り
、
恰
も

素
人
能
楽
家
の
一
大
競
技
会
と
い
ふ
べ
く
、
関
西
地
方
で
は
一
寸
例
の
無
き

大
催
し
」（
前
掲
「
大
阪
毎
日
新
聞
」）
で
あ
っ
た
。

　

番
組
は
以
下
の
通
り
で
、
職
分
・
素
人
入
り
交
じ
っ
た
華
や
か
な
会
で
あ

っ
た
。（『
神
戸
謡
曲
界
』
四
十
二
号
「
あ
ゝ
湊
川
能
楽
堂　

―
落
成
披
露
当

時
を
回
顧
―
」
参
照
・『
能
楽
』
第
十
巻
十
二
号
）。

湊
川
能
楽
堂
落
成
披
露
能
番
組
（
大
正
元
年
十
一
月
十
六
日
～
二
十
一
日
）

　

初
日　「

翁
」
観
世
清
久
、
千
歳
・
大
西
亮
太
郎
、
面
箱
・
茂
山
良
一
、三
番
叟
・

茂
山
忠
三
郎　
「
高
砂
」
大
江
又
三
郎
、
田
村
弥
三　
「
田
村
」
郡
保
太

郎
、江
崎
菊
治　
「
熊
野　

村
雨
伝
」
片
山
九
郎
三
郎
、中
村
信
一　
「
道

成
寺
」
大
西
亮
太
郎
、
中
村
弥
三
郎
、
間
・
茂
山
良
一　
「
融
」
生
一
庸
、

栄
保
助　
「
金
札
」
大
西
信
久
、
栄
武
松
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四
日
目
（
素
人
能
）

「
合
甫
」
末
正
義
太
郎　
「
敦
盛
」
木
俣
参
輔　

素
謡
「
砧
」
沢
田
亀
之

助
、石
川
英
一
、吉
岡
如
水　

素
謡
「
盛
久
」
金
澤
楠
蔭　

囃
子
「
班
女
」

飯
田
五
市
郎　

囃
子
「
放
下
僧
」
竹
田
孝　

囃
子
「
山
姥
」
樫
部
清　

囃
子
「
富
士
太
鼓
」
棰
井
如
萍　

仕
舞
「
殺
生
石
」
池
田
政
雄　

一
調

「
善
知
鳥
」
井
上
真
次　
「
弱
法
師
」
神
田
松
雲　
「
鞍
馬
天
狗
」
白
木

孫
一
郎

狂
言
…
「
二
人
袴
」
汐
見
良
太　
「
石
神
」
尾
関
暁
雨　
「
無
布
施
経
」

松
本
京
一　
「
千
鳥
」
繁
田
弁
之
助　
「
宗
八
」
志
波
楽
蔵

　
　

　

五
日
目
（
素
人
能
）

「
小
督
」
梁
田
栄
三　
「
蝉
丸
」
山
下
祐
三
郎　

素
謡
「
通
小
町
」
中
島

保
之
助
、
前
田
奈
良
三
郎
、
吉
川
久
七
、
素
謡
「
藤
戸
」
神
田
保
三
、

宗
国
金
平　

囃
子
「
吉
野
天
人
」
三
宅
節
三　

囃
子
「
熊
坂
」
直
木
為

山　
「
大
仏
供
養
」
大
浦
松
月　
「
紅
葉
狩　

鬼
揃
」
大
西
亮
太
郎

狂
言
…
「
粟
田
口
」
保
田
一
久　
「
膏
薬
練
」
小
泉
兵
衛　
「
口
真
似
」

西
八
木
一
郎
、
西
八
木
政
二　
「
清
水
」
村
上
茂
太
郎　
「
三
人
片
輪
」

末
吉
泰
次
郎　
「
福
之
神
」
茂
山
忠
三
郎

　　

六
日
目
（
素
謡
会
）　
（
＊
の
人
名
は
異
同
あ
り
、『
大
観
世
』
に
依
る
）

素
謡
…
「
雨
月
」
上
山
與
作
、
松
谷
常
七
＊　
「
巴
」
山
路
長
左
衛
門
、

山
口
常
吉　
「
野
宮
」中
居
豊
三
郎
、中
村
甚
之
助　
「
天
鼓
」谷
富
之
助
、

北
野
藤
兵
衛　
「
松
風
」
西
本
作
次
郎
、
村
山
利
三
郎
＊　
「
巻
絹
」
丸

山
月
男
、
高
辻
熊
内
＊　
「
葵
上
」
曽
根
誠
明
、
百
崎
俊
雄
＊　
「
国
栖
」

沢
野
巻
水
、
前
田
徳
左
衛
門　

＊
初
日
の
観
世
清
久
は
後
の
二
十
四
世
観
世
左
近
元
滋
、
片
山
九
郎
三
郎

は
後
の
観
世
元
義
、
生
一
庸
は
後
の
生
一
左
兵
衛
。
二
日
目
の
伊
東
種

三
郎
は
後
の
伊
東
隆
三
郎
（
神
戸
在
住
の
職
分
）、
井
上
勝
太
郎
は
、

後
の
八
世
井
上
嘉
介
。
四
日
目
に
「
弱
法
師
」
を
演
じ
て
い
る
神
田
松

雲
が
神
田
兵
右
衛
門
。

　

前
掲
新
聞
記
事
は
亮
太
郎
の
コ
メ
ン
ト
と
大
阪
能
楽
殿
の
話
題
で
締
め
く

く
ら
れ
て
い
る
。

右
に
つ
き
大
西
氏
は
曰
く
。「
今
回
の
披
露
能
に
は
家
元
で
も
非
常
に

祝
つ
て
く
れ
ま
し
て
、
初
日
の
翁
の
装
束
に
は
観
世
家
の
重
宝
た
る
家

康
公
よ
り
拝
領
の
鎧
下
蜀
江
か
家
光
公
よ
り
拝
領
の
銀
蘭
の
狩
衣
の
う

ち
何
れ
か
を
着
用
す
る
こ
と
と
な
り
、
私
共
も
二
日
目
の
翁
に
は
秘

蔵
の
弘
法
大
師
作
と
赤
鶴
作
の
尉
面
を
用
ふ
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

十
二
月
往
来
は
三
十
年
前
大
阪
橋
岡
の
舞
台
で
あ
つ
た
以
来
の
珍
し
い

物
で
あ
り
ま
す
。
新
舞
台
は
神
戸
社
中
の
手
で
造
ら
れ
ま
し
た
の
で
、

之
を
見
た
大
阪
の
社
中
は
躍
起
の
有
様
で
す
か
ら
、
や
が
て
大
阪
に
も

近
い
中
に
新
舞
台
が
建
ち
ま
す
」
と
て
喜
び
ゐ
た
る
が
、
大
阪
は
住
吉

家
が
桃
谷
方
面
に
て
地
面
を
寄
付
し
、
社
中
よ
り
約
二
万
円
を
換
金
し

て
、
更
に
大
規
模
の
大
西
舞
台
を
建
築
す
る
計
画
な
り
と
。
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四

　

神
戸
で
随
一
の
本
格
的
な
能
楽
堂
で
あ
っ
た
湊
川
能
楽
堂
で
は
、
創
設
以

来
、
各
種
の
能
会
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
賑
わ
い
ぶ
り
は
各
種
の
能
楽
雑
誌

に
掲
載
さ
れ
た
演
能
予
告
・
記
録
や
地
元
誌
『
神
戸
謡
曲
界
』
の
記
事
に
も

見
え
、
こ
の
能
楽
堂
が
神
戸
の
能
楽
興
隆
に
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
こ
と

が
窺
え
る
。
亮
太
郎
は
、
神
戸
で
は
こ
こ
を
本
拠
地
と
し
て
定
期
能
（
原
則

と
し
て
毎
月
第
四
日
曜
日
）
を
催
す
な
ど
、
神
戸
の
能
謡
界
に
多
大
な
貢
献

を
し
た
。
新
進
の
気
鋭
に
富
ん
で
い
た
亮
太
郎
は
、
流
派
の
異
な
る
競
演
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
試
み
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
舞
台
と
な
っ
た
の
は
多

く
の
場
合
、
ま
ず
神
戸
だ
っ
た
。
大
阪
や
京
都
で
は
時
期
尚
早
で
で
き
な
い

こ
と
で
あ
っ
て
も
、
街
の
規
模
は
さ
ほ
ど
大
き
く
は
な
く
、
新
し
い
も
の
を

受
け
容
れ
る
柔
軟
性
に
富
む
神
戸
な
ら
ば
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

大
正
期
の
利
用
状
況
と
能
楽
堂
の
そ
の
後
に
つ
い
て
は
次
号
で
詳
説
す
る

が
、
設
備
に
関
し
て
は
、
設
立
十
二
年
後
に
見
所
の
増
築
を
し
て
い
る
（

　17
）。

ま
た
、
大
正
十
三
年
十
一
月
に
は
木
下
一
三
主
宰
の
「
高
諷
会
」
が
、
見
所

東
部
に
敷
舞
台
を
新
設
し
た
（

　18
）。

　

も
う
一
点
、
名
称
変
更
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
こ
う
。
大
正
十
三
年
、
亮

太
郎
は
門
下
の
加
藤
貞
蔵
を
後
継
者
と
し
、
養
子
に
迎
え
る
。
し
か
し
、
貞

三
に
大
西
姓
を
名
乗
ら
せ
る
こ
と
を
大
西
家
当
主
に
許
さ
れ
ず
（

　19
）、
亮
太

郎
自
身
も
本
来
の
姓
に
復
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
大
正
十
三
年
三
月
二
十
七

日
、
貞
三
と
亮
太
郎
の
長
女
芳
子
は
小
西
新
右
衛
門
夫
妻
媒
酌
で
結
婚
、

二
十
九
日
に
同
披
露
宴
（
於
大
阪
ホ
テ
ル
）、
参
加
者
三
百
人
余
。
そ
の
席

で
亮
太
郎
が
改
姓
を
発
表
し
た
（

　20
）。
雑
誌
『
大
観
世
』
五
月
号
に
は
、
四

月
付
け
で
「
改
姓
披
露
」
告
知
が
掲
載
さ
れ
た
。

　

披
露
能
は
、
九
月
に
入
っ
て
か
ら
二
十
・
二
十
一
日
に
大
阪
能
楽
殿
に
お

い
て
、
二
十
三
日
は
湊
川
能
楽
堂
で
開
催
し
た
。

　

大
西
亮
太
郎
氏
が
手
塚
家
改
姓
及
び
貞
一
（
＊
マ
マ
）
氏
同
家
養
子

披
露
を
兼
ね
、
観
世
、
宝
生
、
金
剛
、
喜
多
各
宗
家
援
助
の
下
に
、
来

る
二
十
、二
十
一
日
両
日
大
阪
能
楽
殿
、
二
十
三
日
神
戸
湊
川
能
楽
堂

に
て
午
前
九
時
よ
り
開
催
。（
大
阪
朝
日
新
聞
、
九
月
十
六
日
夕
刊
）

　
「
観
世
、
宝
生
、
金
剛
、
喜
多
各
宗
家
援
助
の
下
に
」
と
あ
る
よ
う
に
、

流
派
を
超
え
た
つ
な
が
り
を
持
ち
、
各
方
面
か
ら
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
の
が
亮
太
郎
の
強
み
で
も
あ
っ
た
。

　
『
大
観
世
』
に
掲
載
さ
れ
た
予
告
番
組
に
は
、「
湊
川
能
楽
堂
」
と
な
っ
て

い
る
。
以
後
、
神
戸
湊
川
の
「
大
西
能
楽
堂
」
は
「
湊
川
能
楽
堂
」
と
改
称

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
続
）
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（
註
）

（
１
）
上
田
隆
一
・
照
也
の
功
績
に
関
し
て
は
、
畔
柳
盈
雄
・
坂
田
昭
二

編
『
点
を
線
に
し
た
い : 

私
本
・
上
田
照
也
の
歳
月
』（
上
田
英
子
、

一
九
九
〇
年
）
に
詳
し
い
。

（
２
）
手
塚
稔
子
氏
蔵
の
資
料
は
、
二
〇
一
三
年
三
月
三
十
日
に
開
催
さ
れ

た
能
楽
学
会
関
西
例
会
・
第
二
〇
回
能
楽
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
際
し
、
基

調
報
告
等
で
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
の
資

料
は
、
後
日
、
そ
の
ほ
か
の
資
料
と
併
せ
て
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ

ー
に
寄
贈
さ
れ
た
。
詳
し
い
全
容
は
次
号
で
紹
介
予
定
。

（
３
） 「
手
塚
亮
太
郎
」
を
立
項
す
る
以
下
の
辞
典
類
参
照
。

　
　
　

・
昭
和
前
期
音
楽
家
総
覧 

『
現
代
音
楽
大
観
』（
原
本
初
版
は

一
九
二
七
年
。
一
九
二
九
年
増
補
版
・
林
淑
姫
編
集
・
解
題
、
ゆ

ま
に
書
房
、
二
〇
〇
八
年
）

　
　
　

・
西
野
春
雄
・
波
田
昶
編
『
能
・
狂
言
事
典
』
平
凡
社
、
一
九
九
六

年
（
新
訂
増
補
版
）

　
　
　

・
倉
田
喜
弘
・
藤
波
隆
之
編
『
日
本
芸
能
人
名
事
典
』
三
省
堂
、

一
九
九
五
年

　
　
　

・
森
西
真
弓
編
『
上
方
芸
能
事
典
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年

　
　
　

・
小
林
責
ほ
か
編
『
能
楽
大
事
典
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
二
年

　
　
　
　

そ
の
他
に
、
権
藤
芳
一
「
能
楽
史
の
人
び
と
」（
月
刊
「
能
」

三
四
九
号
、
京
都
観
世
会
館
、
昭
和
六
十
二
年
六
月
）、『
大
観
世
』

大
正
十
二
年
五
月
号
「
画
伝　

大
西
亮
太
郎
」
参
照
。

（
４
）
亮
太
郎
筆
の
日
記
風
雑
記
。
大
阪
能
楽
殿
が
落
成
し
た
大
正
八
年
の

一
月
一
日
に
起
筆
し
同
九
年
ま
で
の
出
来
事
を
記
す
部
分
を
ベ
ー
ス

と
し
、
合
間
に
回
想
や
備
忘
録
的
雑
記
な
ど
を
挟
む
。
中
央
の
題
簽

に
「
大
正
八
年
記
事
」
と
記
す
。
袋
綴
、二
八
・
三
×
一
九
・
二
セ
ン
チ
、

全
三
〇
丁
。

（
５
）
亮
太
郎
筆
。
自
身
の
勤
め
た
習
物
の
演
能
に
関
す
る
覚
え
。
は
じ
め

の
ほ
う
は
曲
ご
と
に
整
理
し
よ
う
と
し
た
よ
う
だ
が
、
途
中
か
ら
は

は
お
お
む
ね
年
代
順
に
記
さ
れ
て
い
る
。
共
表
紙
・
仮
綴
。
表
紙
中

央
に
「
習
事
勤
メ
扣
」、
右
下
に
「
尚
忠
（
花
押
）」
と
記
す
。
横
本

（
一
四
・
二
×
二
〇
・
一
セ
ン
チ
）、
全
十
八
丁
（
墨
付
十
五
丁
）。

（
６
）
正
確
に
は
一
時
帰
阪
し
、
明
治
二
十
年
三
月
五
日
に
「
公
雪
二
十
一

才
ニ
テ
再
上
京
」（『
大
正
八
年
記
事
』）
し
て
い
る
。

　
　
　
　
「
公
雪
」は
亮
太
郎
の
自
称
。
表
章
氏
に
よ
る
と「
同
年（
引
用
者
注
、

改
姓
し
た
大
正
十
三
年
）
九
月
頃
の
謡
会
で
は
「
公
雪
」
と
称
し
て

い
る
。
改
姓
披
露
能
は
催
し
た
が
、
雪
号
披
露
能
は
催
し
て
お
ら
ず
、

能
番
組
で
は
最
後
ま
で
手
塚
亮
太
郎
だ
っ
た
か
ら
、
宗
家
か
ら
許
さ

れ
た
雪
号
で
は
な
く
、
自
称
し
た
ら
し
い
。
同
年
に
大
槻
文
雪
が

雪
号
を
称
し
た
の
に
触
発
さ
れ
て
自
称
の
由
、
仄
聞
し
て
い
る
。
昭

和
初
年
の
二
十
四
世
左
近
宛
書
状
に
も
「
公
雪
」「
公
雪
斎
」
と
署
名

し
て
お
り
、
宗
家
も
事
後
承
諾
し
た
雪
号
の
よ
う
で
あ
る
。」（「
Ⅳ　

観
世
流
の
家
と
人
㉙
観
世
流
「
雪
」
号
考
」、『
観
世
流
史
参
究
』
檜

書
店
・
二
〇
〇
八
年
）
と
の
こ
と
だ
が
、
実
際
に
は
そ
れ
よ
り
早
く
、

『
大
正
八
年
記
事
』
で
は
大
正
八
年
正
月
の
時
点
で
確
認
で
き
る
（
た

だ
し
、『
習
事
勤
メ
扣
』
の
記
録
で
は
大
正
十
年
九
月
十
八
日
に
大
阪

能
楽
殿
で
演
じ
た
「
井
筒
」
が
初
出
で
、
以
後
は
す
べ
て
「
公
雪
」）。

お
そ
ら
く
は
「
大
阪
能
楽
殿
主
」
と
な
っ
た
時
点
か
ら
使
い
始
め
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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（
７
）
亮
太
郎
と
大
阪
の
財
界
人
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
宮
本
又
次
『
大

阪
経
済
人
と
文
化
』（
実
教
出
版
、一
九
八
三
年
）
に
詳
し
い
。
当
時
、

大
阪
の
料
亭
「
な
だ
万
」
は
財
界
巨
頭
の
社
交
ク
ラ
ブ
の
よ
う
に
な

っ
て
お
り
、「
大
西
亮
太
郎
は
常
々
こ
こ
に
出
入
り
し
、そ
れ
ら
の
人
々

と
親
交
を
結
び
、
つ
い
に
伊
丹
の
小
西
新
右
衛
門
（
白
雪
酒
造
）
や

久
原
房
之
助
（
鉱
山
所
有
、
の
ち
日
立
製
作
所
）
ら
の
援
助
を
受
け

る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
。
住
友
家
と
の
関
係
は
、
十
二
世
住
友

吉
左
右
衛
門
友
親
が
、
謡
を
大
西
閑
雪
に
習
っ
て
き
た
こ
と
に
始
ま

る
。
亮
太
郎
は
自
身
は
十
三
世
吉
左
右
衛
門
友
純
（
号
は
春
翠
）
と

の
関
わ
り
が
深
く
、
後
に
大
阪
能
楽
殿
の
た
め
に
土
地
を
提
供
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。徳
大
寺
家
か
ら
養
子
に
入
っ
た
春
翠
は
、能
も
舞
い
、

大
正
に
期
に
は
し
ば
し
ば
謡
会
も
催
し
て
い
る
。
住
友
関
係
者
の
田

辺
貞
吉
・
田
艇
吉
・
浜
崎
定
吉
・
川
田
順
な
ど
の
ほ
か
、
伊
藤
忠
兵

衛
（
伊
藤
忠
商
事
）、
野
村
徳
七
（
野
村
證
券
）、
殿
村
平
兵
衛
門
（
江

戸
期
か
ら
続
く
大
両
替
商
）、
弘
世
助
太
郎
（
日
本
生
命
）、
楠
本
善

吉
（
灘
万
）
な
ど
が
亮
太
郎
の
支
援
者
で
あ
っ
た
。

（
８
）
明
治
六
年
六
月
二
日
、
父
の
善
蔵
が
歿
し
、
手
塚
姓
を
継
い
だ
。（『
大

正
八
年
記
事
』）

（
９
）
家
元
の
観
世
元
滋
か
ら
の
大
正
十
三
年
三
月
二
六
日
付
け
の
書
状
と
、

そ
の
間
の
事
情
を
伝
え
る
書
状
各
種
を
含
め
て
、
亮
太
郎
自
身
が
昭

和
四
年
五
月
に
装
巻
し
「
復
姓
歴
史
巻
」
と
名
付
け
て
い
る
。（
手
塚

稔
子
氏
蔵
）
ま
た
、職
分
の
門
弟
に
は
、各
々
に
通
達
を
し
た
こ
と
が
、

門
弟
の
一
人
で
あ
っ
た
米
田
晴
雲
宛
の
書
付
か
ら
確
認
で
き
る（
古
典

芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
伊
藤
正
義
文
庫
蔵
、米
田
晴
雲
関
係
能
楽
資
料
）。

（
10
）
六
甲
生
「
神
戸
謡
能
界
変
遷
史
」（
趣
味
と
名
士
編
輯
部
編
纂
『
国

粹　

謡
曲
及
能
楽
』（
現
代
芸
術
名
家
大
鑑
刊
行
会
、
大
正
六
年
）

（
11
）
神
社
の
移
築
は
三
菱
が
和
田
岬
に
ド
ッ
ク
を
作
る
た
め
で
、
明
治

二
十
六
年
三
菱
造
船
所
の
建
設
計
画
が
発
せ
ら
れ
、
明
治
三
十
二
年

十
月
三
十
日
に
遷
座
祭
が
行
わ
れ
た
。
明
治
三
十
四
年
十
二
月
移
転

に
よ
り
神
域
の
造
成
完
了
、
明
治
三
十
五
年
五
月
に
現
在
の
場
所
に

移
転
、
そ
の
折
に
、
社
務
所
、
神
饌
所
、
能
舞
台
は
新
し
く
建
て
ら

れ
た
。
和
田
宮
神
社
の
舞
台
に
関
し
て
は
、
小
泉
康
夫
「
神
戸
の
能

楽
の
あ
ゆ
み
」（『
歴
史
と
神
戸
』
七
号
、
一
九
六
三
年
七
月
、
神
戸

史
学
会
）、
雑
誌
『
神
戸
史
談
』
二
三
五
号
（
特
集
・
和
田
宮
と
そ
の

周
辺
）（
一
九
七
四
年
、
神
戸
史
談
会
）
参
照
。

（
12
） 『
習
事
勤
メ
扣
』
に
よ
る
と
、
明
治
三
十
三
年
五
月
二
十
五
日
、「
於

兵
庫
和
田
神
社
／
舞
台
披
」ワ
キ
は
中
村
弥
三
郎
、ワ
キ
ツ
レ
栄
保
助
・

中
村
侯
一
、
間
は
茂
山
忠
三
郎
、
鐘
引
・
後
見
は
片
山
九
郎
三
郎
と

野
間
亀
之
助
が
勤
め
て
い
る
。

（
13
）
引
用
は
、
神
田
三
郎
「
神
田
兵
右
衛
門
胤
保
翁
を
偲
ん
で
」（『
神
戸

史
談
』
二
五
一
号
、
一
九
八
二
年
）
に
よ
る
。
同
論
文
で
は
「
兵
右

衛
門
の
没
す
る
昭
和
十
年
ま
で
」
と
す
る
が
、
兵
右
衛
門
は
大
正
十

年
に
没
し
て
い
る
の
で
昭
和
十
年
没
の
慶
太
郎
か
。
実
際
に
は
も
う

少
し
後
ま
で
続
い
た
よ
う
で
、『
神
戸
謡
曲
界
』
五
十
二
号
（
昭
和

十
三
年
一
月
刊
）
に
「
手
塚
家
の
お
面
掛
」
と
題
し
た
記
事
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
「
恒
例
手
塚
家
の
お
面
掛
け
の
儀
は
今
年
も
正
月
四
日
厳
粛
に
と
り

行
は
れ
た
。
…
（
中
略
）
…　

こ
の
お
面
掛
け
と
称
す
る
も
の
は
、

手
塚
家
の
先
代
亮
太
郎
翁
に
よ
つ
て
実
に
明
治
三
十
四
年
正
月
に
始

め
ら
れ
、
今
年
に
至
る
ま
で
に
正
に
三
十
八
年
間
連
綿
と
し
て
行
は
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れ
た
も
の
で
あ
る
。
殊
に
十
年
許
り
以
前
同
翁
が
秘
蔵
の
翁
面
、
名

人
日
光
の
打
つ
た
白
式
尉
を
東
京
の
中
村
直
彦
氏
に
嘱
し
て
模
刻
せ

し
み
諸
社
に
奉
納
し
て
か
ら
は
一
層
意
義
深
さ
を
加
へ
た
。」

　
　
　
　
こ
の
記
事
は
、「
時
局
柄
愈
々
意
義
深
い
」
も
の
と
し
て
紹
介
さ
れ

て
い
る
時
局
色
の
濃
い
も
の
だ
が
、
当
年
の
様
子
を
写
真
で
掲
げ
、

「
手
塚
家
お
面
掛
け
は
従
来
常
に
手
塚
当
主
が
自
ら
奉
仕
し
て
来
た

が
本
年
は
健
康
上
の
都
合
で
当
地
手
塚
門
の
木
下
一
三
氏
が
代
参
し

た
。
…
翁
の
門
下
代
勤
は
今
年
が
最
初
で
あ
る
。」
と
、
当
主
の
貞
三

が
欠
勤
し
た
旨
を
添
え
て
い
る
。

　
　
　
　
な
お
、『
大
正
八
年
記
事
』
に
は
、
大
正
八
年
正
月
四
日
の
「
神
戸

宮
巡
り　

翁　

御
面
掛
ケ
」
の
詳
細
が
絵
入
り
で
記
さ
れ
て
い
る
。

詳
し
く
は
稿
を
改
め
る
が
、こ
の
年
の
参
加
者
「
定
員
五
人
」
は
「
神

田
慶
太
郎　

福
嵜
仁　

改
正
辰
三　

加
藤
貞
蔵　

公
雪
」。
亮
太
郎
は

前
日
か
ら
神
戸
入
り
し
、
参
加
者
は
「
湊
川
舞
台
エ
午
前
七
時
ニ
集
」

ま
り
、
和
田
宮
神
社
へ
と
移
動
し
て
い
る
。

（
14
）
こ
の
舞
台
は
、明
治
期
に
は
演
能
に
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
も
の
の
、

大
正
元
年
の
湊
川
能
楽
堂
の
設
立
後
は
、
演
能
に
使
わ
れ
る
こ
と
は

な
く
な
っ
た
ら
し
い
。
写
真
は
現
存
し
な
い
が
、
戦
前
の
神
社
境
内

大
観
図
か
ら
わ
ず
か
に
そ
の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
昭

和
十
六
年
に
当
地
を
訪
れ
た
、
明
石
在
住
の
能
研
究
家 

横
山
杣
人
は
、

そ
の
さ
び
れ
た
様
子
を
「
外
部
の
三
面
は
羽
目
板
に
て
全
て
覆
ひ
鎖

さ
れ
…
今
は
物
置
の
倉
庫
に
利
用
」（「
樵
日
記
・
三
八
四
」『
能
楽
世
界
』

六
四
〇
号
）
と
記
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
昭
和
二
十
年
三
月
の
神
戸

大
空
襲
に
よ
っ
て
神
社
も
舞
台
も
焼
失
し
た
。
戦
後
、
昭
和
三
十
二

年
に
本
殿
等
が
復
興
す
る
も
、
能
舞
台
が
再
建
さ
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。（
ち
な
み
に
、復
興
の
折
に
境
内
の
建
物
の
配
置
が
変
え
ら
れ
、

戦
前
に
社
務
所
が
あ
っ
た
場
所
が
現
在
の
本
殿
に
相
当
し
、
能
舞
台

は
現
在
の
稲
荷
社
や
巳
塚
の
あ
た
り
に
位
置
し
て
い
た
と
い
う
。）

（
15
）
同
居
し
て
い
た
内
弟
子
の
加
藤
貞
蔵
（
貞
三
の
本
名
）
宛
の
、
大
正

四
年
八
月
廿
日
消
印
の
葉
書
が
現
存
す
る
（
手
塚
稔
子
氏
蔵
）。
宛
先

は「
大
坂
東
区
博
労
町
一
丁
目
六
〇
／
大
西
亮
太
郎
内
／
貞
蔵
ど
の
」、

差
出
人
欄
の
住
所
氏
名
印
の「
大
西
亮
太
郎
」の
下
に
は「
宅
」と
加
筆
。

（
16
）『
神
戸
謡
曲
界
』
の
記
事
に
よ
る
。
詳
細
は
後
稿
で
述
べ
る
が
、
彼
は
、

亮
太
郎
没
後
、
大
阪
の
上
野
義
三
郎
が
家
族
と
と
も
に
移
住
し
て
く

る
の
に
伴
っ
て
転
出
す
る
。

（
17
） 『
大
観
世
』
大
正
十
二
年
五
月
号
「
画
伝　

大
西
亮
太
郎
」

（
18
）『
神
戸
謡
曲
界
』
五
号
（
大
正
十
三
年
十
一
月
十
五
日
刊
）
の
記
事
「
謡

曲
会
場
と
し
て
の
湊
川
能
楽
堂
の
敷
舞
台
」
に
よ
る
。
こ
れ
は
女
性

の
使
用
も
自
由
だ
っ
た
。

（
19
）
こ
の
間
の
事
情
は
、
大
西
信
久
『
初
舞
台
七
十
年
』（
大
西
松
諷
社
、

一
九
七
九
年
）
に
詳
し
い
。

（
20
）『
大
観
世
』
大
正
十
三
年
四
月
号
。
結
婚
報
告
は
同
誌
の
同
年
五
月
号

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
貞
三
は
、
結
婚
前
に
亮
太
郎
夫
人
の
実
家
を

相
続
、「
井
田
貞
三
」
を
名
乗
っ
て
い
た
。

（
附
記
）
資
料
の
閲
覧
・
掲
載
を
ご
快
諾
い
た
だ
き
ま
し
た
大
阪
歴
史
博
物

館
お
よ
び
手
塚
稔
子
氏
に
深
謝
い
た
し
ま
す
。
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